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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１発光面に波長変換部材を備えた第１光源と、
　前記第１発光面と離間して対向する第２発光面を備え、波長変換部材を備えない第２光
源と、
　前記第２発光面からの光は、前記波長変換部材に照射されることを特徴とする発光装置
。
【請求項２】
　前記第１発光面と前記第２発光面は、面対称に配置されている請求項１記載の発光装置
。
【請求項３】
　前記第１発光面は、その発光中心が前記第２発光面よりも上側に位置している請求項１
記載の発光装置。
【請求項４】
　前記第１発光面と前記第２発光面は、平行に配置されている請求項１記載の発光装置。
【請求項５】
　前記第１光源と前記第２光源は、基体上に載置されている請求項１～請求項４のいずれ
か一項に記載の発光装置。
【請求項６】
　前記第１光源及び前記第２光源の上部にカバーを備え、該カバーは前記第１光源及び前
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記第２光源からの光が取り出される貫通孔を備える請求項１～請求項５のいずれか一項に
記載の発光装置。
【請求項７】
　前記貫通孔の開口面積は、前記第１発光面と前記第２発光面の面積の総和よりも小さい
請求項６記載の発光装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、複数の発光素子を用いた発光装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　半導体である発光素子と、発光素子からの光を異なる波長の光に変換する蛍光体とを用
いたＬＥＤ（発光ダイオード）などの発光装置が、一般照明、街路灯、車載ヘッドランプ
等の光源として利用されている。発光装置の高輝度化を実現するために、複数の発光素子
が搭載された発光装置が用いられている（例えば、特許文献１）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００６－３３９０６０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　複数の発光素子を用いると、それに伴い発光装置の発光面積も大きくなるため、２次レ
ンズで配光を制御しにくくなる。また、発光装置の輝度を高めるためには電流密度を高め
る方法が考えられるが、電流密度に応じて信頼性のリスクも高まるため、単一の発光素子
では得られる輝度に限界がある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　課題を解決するために、以下の構成を含む。
　第１発光面に波長変換部材を備えた第１光源と、第１発光面と離間して対向する第２発
光面を備え、波長変換部材を備えない第２光源と、を有し、第２発光面からの光は、波長
変換部材に照射されることを特徴とする発光装置。
【発明の効果】
【０００６】
　上記の構成により、第１発光素子からの光が照射される波長変換部材に、第２光源から
の光も照射されることができる。これにより、波長変換部材を励起する励起光が増分され
ることになり、単一の発光素子では得られなかった高い輝度を得ることができる。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】図１は、一実施形態に係る発光装置を示す概略斜視図である。
【図２Ａ】図２Ａは、第１光源を示す概略斜視図である。
【図２Ｂ】図２Ｂは、図２Ａに第１光源のＡ－Ａ線における概略断面図である。
【図３Ａ】図３Ａは、第２光源を示す概略斜視図である。
【図３Ｂ】図３Ｂは、図３Ａに第２光源のＢ－Ｂ線における概略断面図である。
【図４】図４は、一実施形態に係る発光装置を一部拡大した概略断面図である。
【図５Ａ】図５Ａは、一実施形態に係る発光装置を一部拡大した概略断面図である。
【図５Ｂ】図５Ｂは、一実施形態に係る発光装置を一部拡大した概略断面図である。
【図６】図６は、一実施形態に係る発光装置を一部拡大した概略断面図である。
【図７】図７は、一実施形態に係る発光装置を一部拡大した概略断面図である。
【発明を実施するための形態】
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【０００８】
　以下、本発明の実施の形態について適宜図面を参照して説明する。ただし、以下に説明
する発光装置は、本発明の技術思想を具体化するためのものであって、特定的な記載がな
い限り、本発明を以下のものに限定しない。また、一の実施の形態や実施例において説明
する内容は、他の実施の形態や実施例にも適用可能である。
　各図面が示す部材の大きさや位置関係等は、説明を明確にするため、誇張していること
がある。また、発光装置の光軸を垂直方向とし、この方向に光を取り出すものとして説明
する。
【０００９】
　実施形態にかかる発光装置は、第１光源と、第２光源と、の少なくとも２つの光源を備
えている。第１光源は第１発光面を備え、第２光源は第２発光面を備えており、それぞれ
の光軸は発光装置の光取り出し方向（光軸方向）とは異なる方向に向いている。さらに、
第１発光面と第２発光面とは離間して対向するように配置されている。換言すると、第１
光源の第１光軸方向に第２光源の第２発光面が位置しており、第２光源の第２光軸方向に
第１光源の第１発光面が位置している。
【００１０】
　第１光源は、第１発光素子と、第１発光素子の第１発光面側に設けられる波長変換部材
と、を備える。第１光源の第１発光面からは、第１発光素子からの光と、波長変換部材か
らの光との混色光が取り出される。
【００１１】
　第２光源は、第２発光素子を備えており、波長変換部材を備えていない。すなわち、第
２光源の第２発光面からは、第２発光素子からの光が変換されずそのまま取り出される。
【００１２】
　第２光源からの光は、第１発光面側に向けて放射されるため、第１光源に設けられてい
る波長変換部材は、第２光源からの光によっても励起される。つまり、第１光源の波長変
換部材は、第１発光素子からの光と第２発光素子からの光との両方が照射される。そして
、最終的に第１発光素子からの光と、第２発光素子からの光と、波長変換部材からの光と
、が混色された光が、発光装置の光取り出し部から外部に放出される。
【００１３】
　このように、一方の光源に設けられた波長変換部材に、その光源内の発光素子からの光
だけでなく、光源外の発光素子からの光をも照射されることで、波長変換部材の波長変換
効率を向上させ、より高輝度の光を外部に放出することができる。高輝度は高出力と言い
換えることもできる。また、２つの光源を、それぞれ発光装置の光取り出し部に向けて並
べて配置する場合に比して、発光装置としての発光部の大きさを、小さくすることができ
る。すなわち、より高密度の光を、小さい発光面積で取り出すことができる。
【００１４】
　第１光源及び第２光源の構成は、後述のように種々選択することができ、第１発光面と
第２発光面とがなす角度については、１５度～４５度とすることが好ましく、これにより
光取り出し効率が向上する。更に、２５度～３５度とすることで、より光取り出し効率が
向上するため好ましい。尚、波長変換部材を備えた第１光源は、第１発光面を、発光装置
の光取り出し部側に光軸が向くように（上斜め向きに）傾斜させて配置させる。
【００１５】
　また、第１発光面と第２発光面とは、発光装置の光軸と成す角度がそれぞれ同じ角度で
傾斜して配置することができる。さらに、第１発光面の中心と発光装置の光取り出し部と
の距離が、第２発光面の中心と発光装置の光取り出し部との距離が同じになるように配置
されていてもよく、あるいは、異なる距離となるように配置してもよい。また、第１発光
面と第２発光面とは、平行になるように配置することもできる。
【００１６】
　（実施形態１）
　実施形態１に係る発光装置の一例を図１に示す。また、第１光源の一例を図２Ａ、図２
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Ｂに示し、第２光源の一例を図３Ａ、図３Ｂに示す。また、実施形態１に係る発光装置の
一部拡大図（発光面近傍）の一例を図４に示す。
【００１７】
　発光装置１は、基体３０と、第１光源１０と、第２光源２０と、を備えている。基体３
０は、上面側に基板固定部３２を備え、下面側に放熱部３４を備えている。基板固定部３
２は、第１光源１０と第２光源２０とをそれぞれ固定可能なように、対向する固定面を一
対備えている。それぞれの固定面に第１光源１０と第２光源２０が固定されている。さら
に、一対の基板固定部３２の一方の上面から他方の上面に渡るようにカバー４０が載置さ
れている。詳細には、第１光源１０及び第２光源２０の上部にカバー４０が備えられる。
カバー４０は、一対の基板固定部３２の間の上部に光取り出し部４２である貫通孔を備え
ており、この貫通孔が発光装置１の光取り出し部（発光部）となる。前述のように、発光
装置１の光軸を垂直方向としたが、詳細には、この貫通孔の中央を通る垂線が発光装置１
の光軸である。
【００１８】
　第１光源１０は、基板１４と、基板１４上に載置された第１発光素子１２ａと、第１発
光素子１２ａの上面に配置された封止部材１８と、を備えている。第１光源１０の封止部
材１８は波長変換部材を含む。第２光源２０は、基板２４と、基板２４上に載置された第
２発光素子２２と、を備える。第１光源１０と第２光源２０とは、それぞれ第１発光面１
０Ａと第２発光面２０Ａとが離間して対向するように配置されている。
【００１９】
　実施形態１では、第１光源１０と第２光源２０とは、第１発光面１０Ａと第２発光面２
０Ａとが、発光装置１の光軸に対して同じ角度だけ傾斜するように配置される。詳細には
第１発光面１０Ａと第２発光面２０Ａとは光軸を基準として面対称（鏡面対称）となるよ
うに配置される。第１発光面１０Ａと第２発光面２０Ａとは、同じ形状、同じ大きさのも
のを用いることができるが、異なる形状、異なる大きさのものを用いることもできる。そ
のため、ここで第１発光面と第２発光面とが面対称となるように配置する、とは、その発
光面の中心が面対称となる位置になるように配置することを意味する。
【００２０】
　尚、第１光源１０と第２光源２０とは、それぞれ、異なる大きさの基板を用いてもよく
、また同じ大きさの基板であっても発光素子が異なる位置に載置されてもよい。つまり、
第１光源１０の全体と第２光源２０の全体とが面対称となる必要はなく、あくまでも、第
１発光面１０Ａと第２発光面２０Ａとが面対称となるように配置されていればよい。
【００２１】
　このように、第１発光面１０Ａと第２発光面２０Ａとを、発光装置１の光軸に対して面
対称となるように配置させる場合、第１発光面１０Ａと第２発光面２０Ａとがなす角度Θ
は、１５度～４５度が好ましく、更に、２５度～３５度が好ましい。
【００２２】
　（実施形態２）
　実施形態２に係る発光装置の一部拡大した一例を図５Ａ、図５Ｂに示す。実施形態２で
は、第１光源１０の第１発光面１０Ａの高さと第２光源２０の第２発光面２０Ａの高さと
が異なるように配置されている。詳細には、第１発光面１０Ａの発光中心の位置が、第２
発光面２０Ａの発光中心の位置よりも上側に位置するように配置される。換言すると、第
１発光面が貫通孔（光取り出し部）４２に近い位置に配置される。
【００２３】
　第１発光面１０Ａと第２発光面２０Ａとは、例えば、図５Ａに示すように、第２発光面
２０Ａの光軸が、第１発光面１０Ａの中心を通るように配置することができる。このよう
に２つの光源を配置することで、第１発光面１０Ａからの光が、第２発光面２０Ａに当た
りにくくすることができ、カバー４０の光取り出し部（貫通孔）４２からの光取り出し効
率を向上させることができる。
【００２４】
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　さらに、第１光源１０と第２光源２０との距離は、図５Ｂに示すように、より近接する
ように配置させることができる。詳細には、第２発光面２０Ａが、第１発光面１０Ａの延
長上に位置するように配置することができる。このように配置させることで、発光装置を
上方向から見ると、第１発光面１０Ａと第２発光面２０Ａとが連続するように配置されて
いることになる。つまり、カバーの貫通孔４２の上側から視認すると、第１発光面１０Ａ
と第２発光面２０Ａの間に、発光しない領域が存在しない。これにより、２つの光源（第
１発光面と第２発光面）があたかも１つの光源であるかのように視認することができる。
【００２５】
　（実施形態３）
　実施形態３に係る発光装置の一部拡大した一例を図６に示す。第１光源１０は、第１発
光面１０Ａが発光装置の光軸に対して傾斜するように配置されている。第２光源２０は、
第２発光面２０Ａが発光装置の光軸と平行になるように、すなわち、第２光源２０の光軸
が、発光装置の光軸に対して垂直になるように配置されている。
【００２６】
　このように配置させることで、第２光源２０からの光が、発光装置の光取り出し部４２
から直接外部に放出されにくくすることができ、色ムラを低減することができる。
【００２７】
　（実施形態４）
　実施形態４に係る発光装置の一部拡大した一例を図７に示す。第１光源１０の第１発光
面１０Ａは、光取り出し部の方向に向いて配置される。第２光源２０の第２発光面２０Ａ
が、発光装置の光取り出し部の方向とは反対方向に向くように傾斜して（下斜め方向を向
いて）配置される。このように配置されることで、第２光源からの光が、発光装置の光取
り出し部から外部に放出されにくくすることができる。
【００２８】
　また、本実施形態において、第２発光面２０Ａは、第１発光面１０Ａと平行になるよう
に配置されてもよい。つまり、光取り出し部に対して、上斜め向きの第１発光面１０Ａと
、下斜め向きの第２発光面２０Ａとを平行して配置させる。このように配置されることで
、本実施形態４の発光装置は、第２光源からの光を、効率よく第１光源１０に向けて出射
することができ、第２光源での光変換をより効率よく行うことができる。
【００２９】
　以上のような各実施形態について用いられる部材について、以下、詳説する。
【００３０】
　（第１光源）
　第１発光面を備えた第１光源は、第１発光素子と波長変換部材とを備えている。波長変
換部材は、第１発光素子からの光を異なる波長の光に変換する。波長変換部材は、第１発
光素子よりも第１発光面側に設けられており、第１発光素子からの光と、波長変換部材か
らの光との混色光が、第１発光面から放出される。
【００３１】
　第１光源は、第１発光素子と波長変換部材のほかに、これらを載置させる基板を備える
のが好ましい。さらに、第１光源は、基板と第１発光素子とを接合する接合部材を備える
のがより好ましい。波長変換部材は、蛍光体と透光性部材とを備えており、発光素子を被
覆するように設けられる。また、基板と発光素子とを電気的に導通させる導電部材（導電
性の接合部材、ワイヤ等）を備える。その他、ツェナーダイオードなどの保護素子や、サ
ブマウント等を備えていてもよい。このような、第１光源として、例えば、表面実装型の
ＬＥＤを基板に実装させたもの、ランプタイプのＬＥＤを基板に実装させたもの、ＣＯＢ
（Chip on Board）などがあげられる。後述では、発光素子と波長変換部材とを分けて説
明しているが、例えば表面実装型のＬＥＤを基板に実装した第１光源の場合、１つのＬＥ
Ｄに発光素子と波長変換部材とが備えられており、そのＬＥＤには発光素子と波長変換部
材との加え、被覆部材や保護部材、あるいは、パッケージなどを備えていてもよい。
【００３２】
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　（基板）
　基板は、その上に発光素子を載置するための部材であり、発光素子が載置可能な面積及
び形状の載置面を備える。基板は、放熱性の高い部材を用いることが好ましく、絶縁性又
は導電性のものを用いることができる。好ましい材料としては、ＡｌＮ、ＳｉＣ、Ａｌ２

Ｏ３、ムライト、ＬＴＣＣ等のセラミック、シリコーン樹脂、シリコーン変成樹脂、エポ
キシ樹脂、エポキシ変成樹脂、フェノール樹脂、アクリル樹脂、ポリイミド、ＢＴレジン
、不飽和ポリエステル等の熱硬化性樹脂、又はポリフタルアミド（ＰＰＡ）、液晶ポリマ
ー（ＬＣＰ）、ポリカーボネート樹脂、ポリシクロヘキサンテレフタレート等の熱可塑性
樹脂等の樹脂、Ｃｕ、Ｆｅ、Ａｌ等の金属などが挙げられる。更に、実装される発光素子
への給電が可能な配線を備えていてもよい。
【００３３】
　また、基板の表面は、第１光源からの光、及び、第２光源からの光に対する反射率が高
いことが好ましい。特に発光素子が載置される面は、第１光源からの光、及び第２光源か
らの光に対する反射率が高いことが好ましい。例えば、反射率は、光源からの光に対する
反射率を、７０％以上、８０％以上、９０％以上とすることができる。上記の基板そのも
のを、この範囲の反射率とするほか、基板表面を被覆する光反射部材を設けることができ
る。光反射部材の材料としては、例えば、絶縁材料としては、酸化チタン、酸化ジルコニ
ウム、酸化マグネシウム、炭酸マグネシウム、水酸化マグネシウム、炭酸カルシウム、水
酸化カルシウム、珪酸カルシウム、酸化亜鉛、チタン酸バリウム、酸化アルミニウムなど
を用いることができる。また、導電材料としては、Ａｇ、Ａｌなどを用いることができる
。
【００３４】
　基板の外形形状としては、平板状が好ましい。ただし、基板の外形形状は、これに限ら
れるものではなく、四角柱や三角柱などの角柱体、四角錐や三角錐などの角錐体、あるい
は角錐台体や、更には、これらを組み合わせた形状等が挙げられ、その一部に切り欠きや
凹凸、更には曲面を有していてもよい。
【００３５】
　（第１発光素子）
　発光素子は、半導体発光素子を備える。基板上に、１個の発光素子が配置されていても
よく、あるいは２以上の発光素子が配置されてもよい。波長変換部材を励起可能な波長の
光を発光可能なもののみを用いてもよく、あるいは、実質的に波長変換部材を励起しない
波長の光を発光する発光素子を用いてもよい。例えば、青色、緑色の発光素子としては、
ＺｎＳｅや窒化物系半導体（ＩｎＸＡｌＹＧａ１－Ｘ－ＹＮ、０≦Ｘ、０≦Ｙ、Ｘ＋Ｙ≦
１）を用いたものを用いることができる。
【００３６】
　これらのうち、少なくとも、主波長が４３０ｎｍ～４９０ｎｍである青色系の光を出射
可能な窒化物系半導体（ＩｎＸＡｌＹＧａ１－Ｘ－ＹＮ、０≦Ｘ、０≦Ｙ、Ｘ＋Ｙ≦１）
を用いた発光素子を用いるのが好ましい。
【００３７】
　発光素子は、その大きさ（第１発光面側の面積）は、例えば、０．１ｍｍ２～２．０ｍ
ｍ２などとすることができる。発光素子を複数備える場合は、その合計の値である。
【００３８】
　発光素子は、基板の上に、フェイスアップ実装又はフリップチップ実装されるものの、
いずれでも用いることができ、好ましくはフリップチップ実装されるものである。フリッ
プチップ実装することで、発光素子と透光性部材との間に、ワイヤなどを介することなく
配置させることができる。
【００３９】
　（波長変換部材）
　波長変換部材は、蛍光体と、それを保持する透光性部材とを備えるものであり、第１光
源に設けられ、第１発光素子からの光を異なる波長の光に変換する部材である。また、波
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長変換部材は、第２光源の第２発光素子からの光も同様に、異なる波長に変換する部材で
ある。
【００４０】
　蛍光体としては、粒状のものが用いられており、これらを固定するために、樹脂、ガラ
ス、セラミックなどの透光性材料と併用して用いられており、さらに、光拡散剤などを含
んでいてもよく、これらを含めて波長変換部材が構成されている。
【００４１】
　波長変換部材は、第１光源において、発光素子を直接又は間接的に被覆するように配置
されるものであり、例えば、基板上に載置された発光素子上に、ポッティング、塗布、印
刷、電着、スプレーなどの方法で設けてもよく、あるいは、板状又はシート状に成形した
ものを、発光素子上に貼り付けるなどの方法で設けてもよい。波長変換部材と発光素子と
を間接的に被覆する場合、これらの間に透光性の部材（樹脂等）を介在させてもよいし、
空間を介在させてもよい。
【００４２】
　例えば、第１光源として、発光素子と波長変換部材とを備えたＬＥＤと、そのＬＥＤを
実装した基板と、を備えるものについて説明する。ＬＥＤとしては、凹部を備えたパッケ
ージに第１発光素子が載置されたような構成の場合、パッケージ（フレームインサート樹
脂パッケージ、セラミックパッケージ、ガラスエポキシパッケージ、メタルパッケージ等
）の凹部内に、ポッティングなどで波長変換部材を設けるのが好ましい。
【００４３】
　また、ＬＥＤとしては、凹部を備えたパッケージではなく、発光素子の側面を光反射性
の樹脂で被覆した構成のもの、又は、発光素子を基板上に載置したＣＯＢなどを用いるこ
とができる。
【００４４】
　波長変換部材として、シートまたは板を用いる場合は、その厚みとしては、目的とする
色調や用いる蛍光体の特性（発光波長、組成等）、発光素子の特性（数、発光波長、組成
等）等に応じて適宜選択することができる。さらに、波長変換部材の厚みは、均一なもの
が好ましいが、部分的に厚い部分や薄い部分があっても構わない。さらに、波長変換部材
が第１発光面を構成する場合、その表面は、平面のほか、凸面、凹面、プリズム面などと
することもできる。
【００４５】
　蛍光体は、フィッシャーサブシーブサイザーズナンバー（Ｆ．Ｓ．Ｓ．Ｓ．Ｎｏ．）測
定法による平均粒径（Ｄバー）が２．５～３０μｍ程度とすることが好ましい。
【００４６】
　蛍光体としては、当該分野で公知のものを使用することができる。例えば、Ｃｅ（セリ
ウム）で賦活されたＹｄ（イットリウム・アルミニウム・ガーネット）系蛍光体、Ｃｅで
賦活されたＬＡＧ（ルテチウム・アルミニウム・ガーネット）系蛍光体、Ｅｕ（ユーロピ
ウム）及び／又はＣｒ（クロム）で賦活された窒素含有アルミノ珪酸カルシウム（ＣａＯ
－Ａｌ２Ｏ３－ＳｉＯ２）系蛍光体、Ｅｕで賦活されたシリケート（（Ｓｒ，Ｂａ）２Ｓ
ｉＯ４）系蛍光体、βサイアロン蛍光体、ＫＳＦ（Ｋ２ＳｉＦ６：Ｍｎ）系蛍光体などを
挙げることができる。また、量子ドット蛍光体も用いることができる。
【００４７】
　波長変換部材を構成する部材としては、蛍光体と透光性部材とを含むことが好ましい。
透光性部材としては、例えば、シリコーン樹脂、シリコーン変性樹脂、エポキシ樹脂、フ
ェノール樹脂、ポリカーボネート樹脂、アクリル樹脂、トリメチルペンテン樹脂、ポリノ
ルボルネン樹脂、又はこれらの樹脂を１種以上含むハイブリッド樹脂等の樹脂、ガラス、
セラミック等が挙げられる。また、透光性材料を用いずに、蛍光体のみを固めたものを用
いてもよい。
【００４８】
　（接合部材）



(8) JP 6593062 B2 2019.10.23

10

20

30

40

50

　接合部材は、基板の載置面上に、第１発光素子を固定する部材である。載置する発光素
子の種類によって導電性接合部材又は絶縁性接合部材のいずれかを選択することができる
。例えば、絶縁性基板であるサファイア上に窒化物半導体層を積層させた発光素子をフェ
イスアップ実装（絶縁性基板側を２次基板に実装）する場合、接合部材は絶縁性でも導電
性でも良い。ＳｉＣ基板などの導電性基板を用いる場合や、絶縁性基板を用いた発光素子
をフリップチップ実装する場合は、導電性の接合部材を用いることで導通を図ることがで
きる。絶縁性の接合部材としては、エポキシ樹脂組成物、シリコーン樹脂組成物、ポリイ
ミド樹脂組成物、それらの変性樹脂、ハイブリッド樹脂等を用いることができる。これら
の樹脂を用いる場合は、半導体発光素子からの光や熱による劣化を考慮して、発光素子裏
面にＡｌやＡｇ膜などの反射率の高い金属層や誘電体反射膜を設けることができる。この
場合、蒸着、スパッタ、薄膜を接合させる、などの方法を用いることができる。また、導
電性の接合部材としては、銀、金、パラジウムなどの導電性ペーストや、Ａｕ－Ｓｎ共晶
などのはんだ、低融点金属等のろう材、Ａｕ、Ｃｕなどのバンプなどを用いることができ
る。さらに、これら接合部材のうち、特に透光性の接合部材を用いる場合は、その中に発
光素子からの光を吸収して異なる波長の光を発光する蛍光部材を含有させることもできる
。
【００４９】
　（その他の部材）
　第１光源には、ワイヤを備えていてもよい。例えば、発光素子をフェイスアップ実装す
る場合は、第１発光素子の電極と基板の配線とを、ワイヤを用いて接合する。ワイヤとし
ては、銅、白金、アルミニウム等の金属及び少なくともそれらの金属を含有する合金を用
いた導電性ワイヤが挙げられる。特に、熱抵抗等に優れた金を用いるのが好ましい。
【００５０】
　第１光源には、第１発光素子からの光を反射する光反射部材を備えていてもよい。例え
ば、基板上に実装された第１発光素子の側面を覆うように、光反射部材を設けてもよい。
また、光反射部材は、第１発光素子と基板の間に設けてもよく、また、第１発光素子を複
数備える場合は、第１発光素子と第１発光素子の間に光反射部材を設けてもよい。この場
合、発光素子の側面に接するように光反射部材を設けてもよく、あるいは、透光性の樹脂
や、絶縁性の無機材料（例えばＳｉＯ２やＡｌ２Ｏ３等）等を介して発光素子の側面に形
成されていてもよい。
【００５１】
　光反射部材は、無機粒子を含有する樹脂やガラスで構成することができる。光反射部材
の母材となる樹脂やガラスは、目的や用途等に応じて種々選択することができ、なかでも
シリコーン樹脂又はエポキシ樹脂が好ましく、特に耐光性、耐熱性に優れるシリコーン樹
脂がより好ましい。光反射部材は、印刷工法などにより形成することができるので、無機
粒子を高濃度に含有させることができる。また、光反射部材は、粘度や流動性の調整のた
め、シリカ（アエロジル）などを添加されてもよい。
【００５２】
　光反射部材に添加される無機粒子の屈折率は、例えば１．８以上であって、光を効率的
に散乱し高い光取り出し効率を得るために、２以上であることが好ましく、２．５以上で
あることがより好ましい。光反射部材の母材の樹脂やガラスと無機粒子の屈折率差は、例
えば０．４以上であって、光を効率的に散乱し高い光取り出し効率を得るために、０．７
以上であることが好ましく、０．９以上であることがより好ましい。また、無機粒子の濃
度は、好ましい光反射特性や形成のしやすさ等を考慮して、１０重量パーセント濃度（ｗ
ｔ％）以上６０重量パーセント濃度以下であることが好ましく、２０重量パーセント濃度
以上５０重量パーセント濃度以下であることがより好ましい。無機粒子の平均粒径（メジ
アン径）は、高い効率で光散乱効果を得られることが可能な０．０８μｍ以上１０μｍ以
下であることが好ましく、０．１μｍ以上５μｍ以下であることがより好ましい。無機粒
子は、白色であることが好ましい。具体的には、無機粒子は、酸化チタン、酸化ジルコニ
ウム、酸化マグネシウム、炭酸マグネシウム、水酸化マグネシウム、炭酸カルシウム、水
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酸化カルシウム、珪酸カルシウム、酸化亜鉛、チタン酸バリウム、酸化アルミニウムなど
を用いることができる。なかでも、酸化チタンは、水分などに対して比較的安定で且つ高
屈折率であり、また熱伝導性にも優れるため、好ましい。
【００５３】
　第１光源は、第１発光素子に加え、ツェナーダイオード等の保護素子を備えていてもよ
い。保護素子は、基板に載置されていてもよく、あるいは、基板を支持する基体上に載置
されていてもよい。
【００５４】
　（第２光源）
　第２光源は、第２発光素子を備える。第２光源は、波長変換部材を備えない以外は、第
１光源と同様の部材を用いることができる。
【００５５】
　第１光源では、第１発光素子を被覆する波長変換部材を備えているのに対し、第２光源
では、波長変換しない封止部材で被覆されている。この封止部材は、発光素子を直接又は
間接的に被覆するように配置されるものであり、例えば、基板上に載置された発光素子上
に、ポッティング、塗布、印刷、電着、スプレーなどの方法で設けてもよい。詳細には、
基板として凹部を備えたパッケージ（フレームインサート樹脂パッケージ、セラミックパ
ッケージ、ガラスエポキシパッケージ、メタルパッケージ等）の場合、ポッティングなど
で波長変換部材を設けるのが好ましい。
【００５６】
　（基体）
　基体は、第１光源と第２光源とを一体的に保持するための部材であり、これらが離間し
て対向するように固定可能なように対向する一対の固定面を備えた基板固定部を備える。
基体は、放熱性に優れた金属を用いるのが好ましく、例えばＣｕ、Ａｌ等が挙げられる。
また、例えば図１に示したように、フィンを備えた放熱部と熱的に連続するように構成さ
れていてもよい。また、基体は、その表面で光を反射しにくいようにすることが好ましく
、例えば、黒色などの暗色系とすることが好ましい。
【００５７】
　（カバー）
　カバーは、発光装置の発光部（光取り出し部）となる貫通孔を備えており、基体に固定
される。貫通孔は、その大きさや形状は、目的とする配向特性等に応じて適宜選択するこ
とができる。例えば、四角形、三角形、円形、多角形、楕円形、及びこれらを組み合わせ
た複合的な形状としてもよい。貫通孔の開口径（開口面積）は、第１発光面の面積と第２
発光面の面積の総和よりも小さい面積、又は、大きい面積、又は、同じ大きさとすること
ができる。発光装置にカバーを設けることで、第２光源からの光が直接外部に放出される
のを抑制することができる。
【００５８】
　また、貫通孔の内側面は、発光装置の光軸に垂直でもよく、傾斜していてもよい。また
、貫通孔の内側面は、段差を備えていても構わない。カバーは、光を遮断する遮光性の材
料を用いるのが好ましく、例えば、金属板などが好ましい。
【００５９】
　尚、図１で示した発光装置は、その内部構成が分かりやすいように、第１光源と第２光
源は、上面側に貫通孔を備えたカバーを備えた例を示している。つまり、カバーで覆われ
ていない領域を備えている例を示しているが、カバーの貫通孔以外から外部に光が放出さ
れないよう、更なるカバーを備えることは言うまでもない。
【産業上の利用可能性】
【００６０】
　本発明の発光装置は、各種一般照明、スキャナ、プロジェクタ、車載ヘッドランプなど
に利用することができる
【符号の説明】
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【００６１】
　１…発光装置
　１０…第１光源
　　１０Ａ…第１発光面
　　１２…第１発光素子
　　　１２ａ…半導体積層体
　　　１２ｂ…電極
　　１４…基板
　　１６…被覆部材
　　１８…封止部材（波長変換部材）
　２０…第２光源
　　２０Ａ…第２発光面
　　２２…第２発光素子
　　　２２ａ…半導体積層体
　　　２４ａ…電極
　　２４…基板
　　２６…被覆部材
　　２７…封止部材
　３０…基体
　　３２…基板固定部
　　３４…放熱部
　４０…カバー
　　４２…貫通孔（光取り出し部）

【図１】 【図２Ａ】
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